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From: Heman Lam [mailto:hkclam@netvigator.com]  
Sent: Tuesday, April 19, 2011 12:52 AM 
To: '新潟ＲＣ' Subject: 回覆: W.C.S. Project 
Dear WCS Committee Chair, Tsutomu Homma san,  
I thank you for your earlier email and sorry for not reply 
to you sooner. We very much grateful for your kind 
donation to our service project and we understand your 
need to put in your time and efforts to help the needy in 
the stricken area.  We have raised US$2,000 for the 
Japan Disaster Relief Fund and we would like to donate 
to your club as a very small token of concerns for those 
who have and still are suffering from the earthquake, 
tsunami, and now the radioactivity leakage, the people 
that your club is currently helping. After consulting our 
treasurer and other board members, and based on the 
principle of least administration cost, we would like to 
propose to offset your donation to us, as this minimize 
the cost of transaction for transfer of both funds, and 
that the money can be fully utilized.We will describe to 
you in the next few days the World Community Service 
project – Building Clean Water System for a village in 
rural area of Yunnan, China that benefiting around 300 
villagers, a project we worked together with World 
Vision.We hope all is well with you and your members, 
please relay our warmest wishes to President Dr. Norio 
Higuma and your members. 
Warmest regards, Heman 

 

ＷＣＳ（Ｗｏｒｌｄ Ｃｏｍｍｕｎｉｔｙ Ｓｅｒｖｉｃｅ＝国際社

会奉仕）は、国際レベルで国際理解と、親善を推進する国際奉仕の一

分野。二つの異なる国のクラブに所属するロータリアンが、ＷＣＳを

通じて、生活を改善し、人類のニーズに応えるために、共同で奉仕プ

ロジェクトを実施する。ロータリアンは、資金や物資を寄付したり、

専門的な援助を提供したりすることで、プロジェクトを支援できる。 

(3) 委員会報告 

・川﨑 嘉朗地域奉仕委員長（右記） 

(4) 幹事報告（石川 治壱幹事） 

・ＧＷの事務局のお休みはカレンダー通りです。 

・会員満足度アンケートを未提出の方は来週の例会時に

ご提出をお願い致します。 

(5) 卓話 「レルヒ少佐と白根大凧合戦 
１００年の歴史をふりかえる」 

白根大凧合戦協会会長 佐藤 弘氏 

(ご紹介 宇尾野 隆プログラム副委員長) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 報 告 

地域奉仕委員会

４月１６日(土) １３：３０～１６：３０ だいし

ホールに於いて新潟ロータリークラブ主催の市民

公開シンポジウムを開催し９２名の参加があった。

シンポジウムの目的：全国の自殺者は、ここ１０年

間、毎年３万人以上で推移しております。新潟市は

全国政令指定都市の中で、残念ながら自殺率の高い

街です。現実はどんな状態なのか。私たちはどんな

センサーを持っていれば気づき、対応できるのか。

そして対策はあるのでしょうか。このシンポジウム

が自殺予防の何かの手掛かりになればと考え企画

した。「“心の叫び”聴こえますか」－現状はどうか、

どのように対応したらよいのか― と題して４名

の専門家よりご講演をして頂いた。 
講師と演題は下記の通り    
1 「こんな叫びは聞こえますか」 
新潟いのちの電話 前理事長 真壁 伍郎氏  
２子供達の叫び、学校での「ヒヤリ・ハット」 
県立吉田病院子どもの心診療科 新田 初美氏  
３「救急外来で診る自殺企図」 
新潟市民病院総合診療科 矢部 正浩先生  
４「心の叫びの捉え方と対応」 
新潟こころの健康センター 所長 福島 昇氏  
４名の講師の講演後に参加者への質疑・応答の時間

を設け、活発な質問や意見交換があった。  
聴くことの難しさ大切さを学び、実施されたアンケ

ートからは、悲しい出来事として難題「自殺」につ

いてとりあげたのは先見性があり大変よかった。ロ

ータリーが市民のリーダーとして今後もインパク

トを与えて欲しいというご意見もいただいた。ロー

タリー・クラブが地域でできることを求め、取り組

んで行きたい。 


